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熱い声援を受けながら

斬この１年 野木町再生に向けて～ひろコラム特別版～

斬野木町デマンドタクシー（仮称）試行運行開始
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斬野木町煉瓦窯をみんなで守ろう外
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斬お知らせ
斬広報連絡委員レポート
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蚕
蚕
重
点
的
に
進
め
た
施
策
蚕
蚕

算
小
さ
く
と
も

キ
ラ
リ
と
「
光
る
」町
を
め
ざ
し
て

入
札
制
度
改
革（

年
４
月
）

２１

発
注
請
負
基
準
の
見
直
し
、
入
札
契
約
内

容
の
公
表
拡
大
、
一
般
競
争
入
札
制
度
の
導

入
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
職
員

倫
理
条
例
の
制
定
、
第
三
者
に
よ
る
入
札
監

視
委
員
会
の
立
ち
上
げ
等
が
検
討
課
題
と
な

っ
て
い
き
ま
す
。

組
織
機
構
改
革（

年
４
月
）

２１

総
務
課
に
政
策
企
画
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

企
画
財
政
課
は
財
政
管
理
課
に
な
り
、
契
約

管
財
係
を
取
り
込
み
ま
し
た
。
こ
ど
も
教
育

課
と
保
育
所
を
改
編
し
ま
し
た
。
政
策
の
速

や
か
な
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

総
合
窓
口
案
内
「
キ
ラ
リ
ナ
ビ
」（

年
４
月
）

２１

役
場
に
来
庁
し
た
皆
様
へ
の
ご
案
内
を
本

館
入
口
に
お
い
て
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
案

内
係
に
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

町
政
地
区
懇
談
会
を
開
催（

年
６
月
～

月
）

２１

１０

地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ
４
７
２

１３
名
が
参
加
さ
れ
、
町
政
へ
の
ご
意
見
・
ご
要

望
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
い
町
づ

く
り
へ
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

財
政
計
画
策
定
委
員
会
設
置（

年
７
月
）

２１

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

財
政
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

月
を
目
標
に
中
期
的
な
財
政
計
画
を
策
定

１２し
て
い
き
ま
す
。

煉
瓦
窯
保
存
基
金
立
ち
上
げ（

年
９
月
）

２１

我
が
町
の
自
慢
で
き
る
文
化
財
で
あ
る
野

木
町
煉
瓦
窯
の
保
存
修
復
を
め
ざ
し
て
「
重

要
文
化
財
野
木
町
煉
瓦
窯
保
存
基
金
条
例
」

を
９
月
定
例
議
会
に
提
出
し
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ

月
１
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

１０

皆
様
か
ら
の
温
か
い
寄
付
を
募
り
煉
瓦
窯

の
保
存
修
復
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

算
人
と
人
と
が
支
え
あ
う

「
や
さ
し
い
」
町
を
め
ざ
し
て

小
・
中
学
校
の
耐
震
診
断
及
び
工
事
設
計

（

年
度
・

年
度
）

２０

２１

耐
震
二
次
診
断
に
つ
い
て
は
、

年
度
に

２０

友
沼
小
学
校
・
佐
川
野
小
学
校
・
南
赤
塚
小

学
校
の
校
舎
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

耐
震
工
事
に
向
け
て
の
実
施
設
計
を
行
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
友
沼
小
学
校
・
佐
川
野
小
学
校
・

南
赤
塚
小
学
校
・
野
木
中
学
校
旧
体
育
館
な

ど
の
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
耐
震
二
次

診
断
を
今
年
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
基
準
見
直
し
（

年

月
）

２０

１２

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
員
基
準
を
緩
和
し
、
多

く
の
ク
ラ
ブ
に
補
助
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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Hiro column 特別版Hiro column 特別版

Hiro column No.7Hiro column No.7

コラムコラムひひろろコラムひ ろ
野木町長
真瀬宏子

特別版

伺ご提案やご意見をお寄せください外

町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

宛先 〒３２９‐０１９５（住所不要）

野木町長 真瀬宏子 行

胸ファックスで 姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

町ホームページトップページの

「ご意見箱」をクリックしてください。

この１年 野木町再生に向けて

私は町長に就任してから、去る8月24

日で1年目を迎えました。これも町民

の皆様のご協力のお陰と感謝いたして

おります。何事も一人ではとうてい出

来ないことばかりですので町民力の結

集があればこそ、と心強く思っており

ます。さらに9月の定例議会を経た現

在の段階では1年間の振り返りをして

おくことが私にとりましても町にとり

ましても有意義な事と思います。現在

は、ちょうど次年度への取り組みも計

画する段階ですので、今回のひろコラ

ムは就任以来の1年間を振り返って、特

に重点的に進めた施策をお知らせしま

す。

私は＜小さくてもキラリと光る町＞

野木町の明るい未来のために町民との

協働の道を探りながら頑張って来まし

た。そしてキラリ項目が皆様の心にし

っかり根付いていただき輝きを増して

いければ野木町は生き残れると確信し

ます。財政的裏付けはもちろんですが

我々の心の団結こそ大きな力となるこ

とがこの1年間の実感です。この町を

皆で誇れる町に蘇らせ再生させること、

そして何よりも町民の目線を失わない

で町民のためになることを基準にこれ

からも進みますので宜しくお願いいた

します。
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友
沼
橋
歩
道
設
置
工
事
完
成（

年
３
月
）

２１

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
友
沼
橋
の
歩

道
設
置
事
業
が
、

年
度
か
ら
３
か
年
を
か

１８

け
て
完
成
し
ま
し
た
。
地
区
の
小
学
生
が
安

全
に
利
用
で
き
る
橋
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築（

年
４
月
）

２１

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

０
、１
歳
児
保
育
拡
充（

年
４
月
）

２１

社
会
情
勢
等
の
変
化
に
よ
り
、
保
育
所
へ

の
入
所
申
込
み
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に

０
、
１
歳
児
の
申
込
み
が
激
増
し
、
そ
の
需

要
に
こ
た
え
る
た
め
に
定
員
を
増
や
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
待
機
児
童
が
出
な
い
よ
う

に
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

不
妊
治
療
支
援
事
業
補
助
金
創
設
（

年
４
月
）

２１

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
に
、
そ
の
治
療

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
不
妊
で
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

妊
婦
一
般
健
康
診
査
拡
大（

年
４
月
）

２１

近
年
の
少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た

妊
婦
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
回
数
を
５
回
か
ら

回
に
拡
大

１４

し
ま
し
た
。

（
仮
称
）野
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
検

討
委
員
会
設
置（

年
５
月
）

２１

町
民
自
ら
が
積
極
的
に
地
域
課
題
に
取
り

組
め
る
環
境
を
つ
く
り
、
町
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
多
様
な
町
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の

拠
点
、
団
体
間
の
交
流
拠
点
・
情
報
交
換
拠

点
と
し
て
設
置
検
討
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
等
を
幅
広
い
観
点
か

ら
意
見
、
助
言
等
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
げ
ん
き
っ
こ
ク
ラ
ブ

（

年
５
月
）

２１遊
び
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

子
育
て
中
の
親
子
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
施
設
拡
充（

年
６
月
）

２１

新
橋
児
童
館
内
で
開
設
し
て
い
ま
し
た
新

橋
学
童
保
育
を
旧
丸
林
保
育
所
分
園
（
新
橋

小
学
校
内
）
に
移
設
し
、
定
員
を

名
か
ら

３０

名
に
増
員
し
ま
し
た
。

７０野
木
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー（
仮
称
）運
行

（

年

月
）

２１

１１

日
常
生
活
で
交
通
に
不
便
を
き
た
し
て
い

る
皆
様
の
足
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
町
の

活
性
化
を
目
的
に
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
の

新
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
試
行
し
ま
す
。
運
行
区

域
は
、
町
全
域
と
光
南
病
院
（
小
山
市
）
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

算
心
地
よ
い
「
や
す
ら
ぎ
」
に
満
ち
た

町
を
め
ざ
し
て

新
４
号
国
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
事
業
実
施

の
た
め
の
協
定
書
締
結（

年
３
月
）

２１

古
河
市
と
、
事
業
実
施
の
た
め
の
協
定
書

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

年
度
完

２７

成
に
向
け
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
早
期
着
工
に
向
け
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

小
山
と
の
連
絡
道
路
完
成（

年
３
月
）

２１

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
、
若
林

１８
地
内
（
セ
ル
プ
花
前
道
路
）
と
小
山
市
を
結

ぶ
連
絡
道
路
が
、
関
係
地
権
者
の
協
力
を
得

て
完
成
し
ま
し
た
。
両
市
町
を
結
ぶ
架
け
橋

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

花
咲
か
せ
隊
発
足（

年
３
月
）

２１

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
ま
ち
づ
く
り
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
運
動
の
一
翼
を
担

う
「
花
咲
か
せ
隊
」
に
は
、
公
共
地
へ
の
花

の
植
付
け
及
び
管
理
等
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
研
究
・
実
習

等
も
行
っ
て
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン（

年
４
月
）

２１

丹
精
を
こ
め
て
育
て
た
り
増
や
し
た
り
し

た
植
物
や
花
、
そ
れ
を
綺
麗
に
配
置
し
た
庭

を
お
互
い
に
見
せ
合
う
活
動
で
す
。
町
の
進

め
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
の
思
い
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

と
し
て
登
録
さ
れ
た
皆
様
の
ご
家
庭
や
事
業

所
等
の
庭
や
花
壇
を
公
開
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
タ
ー
、
ポ
ッ
ト
育
成
、
配

布
、
移
植（

年
５
月
～
８
月
）

２１

公
共
施
設
や
水
路
等
に
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
合
わ
せ
て
、
種
を
播
い
て
育
て

た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
配
置
、
ポ
ッ
ト
で
育
て
た

ひ
ま
わ
り
の
移
植
・
管
理
を
花
咲
か
せ
隊
・

ひ
ま
わ
り
咲
か
せ
隊
・
観
光
協
会
事
業
推
進

部
会
と
行
い
ま
し
た
。

町
営
墓
地
造
営
へ
実
施
計
画
完
遂

（

年
６
月
）

２１整
備
面
積
６
、
６
５
１
㎡
、
墓
地
数
５
０

６
基
（
洋
式
墓
地
３
１
０
基
、
和
式
墓
地
１

５
６
基
、
合
葬
墓
地

基
）
と
す
る
実
施
設

４０

計
が
完
了
し
ま
し
た
。
緑
に
囲
ま
れ
、
開
放

感
と
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
墓
域
や
設

備
、
植
栽
に
配
慮
し
ま
し
た
。
来
年
４
月
の

分
譲
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
辺
の
楽
校
開
校（

年
８
月
）

２１

大
字
野
木
地
内
の
稲
荷
谷
に
、
国
土
交
通

省
に
よ
る
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
て
開
校
し
ま

し
た
。
自
然
体
験
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。
今
後
、
隣
接
す
る
清
水
谷

の
整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

（仮称）野木町営墓地

イメージパース
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◆利用料金（１乗車）◆

・大人（中学生以上）

・小人（小学生以下）

※小学生以下のご利用は、保護者の同乗が必要。

・７５歳以上
※２１年４月以降に運転免許証を返納した方には、利

用券２冊（２０回分）を１回限り無料で交付。運転経歴

証明書（有料）が必要。

・３歳以下無料

みなさまの新たな公共交通サービス

みなさまの新たな公共交通サービス

運行区域は野木町全域と

小山市光南病院です外

運行日：月曜日～金曜日

運休日：土曜日、日曜日、祝日

８月１３日～１６日

１２月２９日～１月３日

運行時間：午前８時～午後５時

１１月１１日（水）から電話予約スタート外

予約センター撒（５４）５５１５
（ゴヨウの方は ゴーゴーイコウ外）

受付時間：午前８時００分～午後４時３０分

横 横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横 横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横 横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

問：社会福祉協議会 撒（５７）３１００

総務課政策企画室 撒（５７）４１００

３００円

２００円

２００円

１０月２７日（火）から利用券販売スタート外
種類：３００円券（６枚つづり／１８００円）

販売所：社会福祉協議会（老人福祉センター）

町保健センター

総務課政策企画室

１１月１８日（水）から
野木町デマンドタクシー（仮称）の

試行運転を開始します鎧
～利用登録受付中～
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Ｑデマンドタクシーの利用手続は？

Ａ①利用登録をしてください。家族全員の登録をお勧めします。利用登録票に必要事項

を記入のうえ、社会福祉協議会へお申し込みください。後日、登録証を送付します。

②ご利用前に、予約センター＜撒（５４）５５１５＞に予約してください。

③予約時には、利用する方の「氏名」「電話番号」「利用希望時間の便」「乗車場所」「目的

地」をお伝えください。

当日は、予約時間に乗車場所でお待ちください。

Ｑ予約はいつからいつまでできるのか？

Ａ利用する１週間前（運休日を除く）から当日の１時間前まで予約できます。朝８時の便

は、前日（月曜日に利用する場合は前の週の金曜日）までに予約してください。

Ｑ行きの便を予約の際、帰りの便も予約できるのか？

Ａできます。行きの予約の際、帰りの乗車時間と乗車場所を申し出てください。ただし、

帰りの便に間に合わないときは、必ず予約センターにご連絡ください。

Ｑ目的地に到着した際、帰りの予約を運転手にできるのか？

Ａできません。予約センターに電話予約してください。

Ｑ予約変更やキャンセルはどうすればよいのか？

Ａすみやかにご連絡ください。ただし、始発便については前日までにご連絡ください。

Ｑ希望の便が定員一杯で予約できない場合はあるのか？

Ａ予約状況により希望の便に予約できない場合もあります。

Ｑ急用のときは利用できるのか？

Ａ通常のタクシーとは異なりますので、到着時間に余裕がある場合にご利用ください。

○時○分に間に合うような到着は保証できません。

Ｑ目的地に行く途中で用足しはできるのか？

Ａ車両を待たせての途中下車はできません。

Ｑ複数の利用者予約はできるのか？

Ａ可能です。同じ便でお友達などと乗り合わせる場合は、予約時にそれぞれの氏名、電話

番号をお伝えください。乗車場所が異なる場合は、それぞれの氏名、電話番号、乗車場所

が必要になります。

Ｑ乗車場所にいない場合はどうなるのか？

Ａ周辺を捜したりしますが、他のお客様のご迷惑になると判断した場合は次の乗降地に出

発します。

皆様のご利用をお待ちしております外

皆様からのご質問にお答えしま～す鎧
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64
億
５
６
９
４
万
円

59
億
４
６
２
９
万
円

76
億

８
３
万
円

69
億
３
６
３
０
万
円

79
億
１
７
０
４
万
円

72
億
４
６
４
２
万
円

72
億
５
３
９
４
万
円

65
億
１
０
２
８
万
円

一般会計決算額の推移

億円
歳入 歳出

0

10

20

30

40

50

60

70

80

20 年度19181716

63
億
６
４
９
０
万
円

57
億
９
２
９
０
万
円

毅小山広域保健衛生組合負担金…… 3億4,329万円

毅公共下水道事業特別会計繰出金… 3億1,323万円

毅常備消防委託……………………… 2億3,655万円

毅介護保険特別会計繰出金………… 1億9,197万円

毅障がい者自立支援給付事業……… 1億7,310万円

毅児童手当支給……………………… 1億7,134万円

毅保育所運営事業…………………… 11億3,901万円

毅国民健康保険特別会計繰出金…… 1億2,316万円

毅公立保育所等入所委託…………… 11億0,816万円

毅文化会館管理運営委託事業……… 1億8,865万円

毅ごみ収集運搬委託等事業………… 1億5,969万円

毅後期高齢者医療特別会計繰出金… 5,333万円

ओͳ事業ͷܾࢉ

９
月
に
開
か
れ
た
、
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成

年
度
各
会
計
の
決
算
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
認

２０定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

億
６
４
８
９

６３

万
９
７
４
７
円
、
歳
出
が

億
９
２
９
０
万
１
７

５７

円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
５
億
７
１
９
９

万
９
７
３
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
３
億
円

を
財
政
調
整
基
金
に
繰
入
れ
ま
し
た
。

20年度中に

入ってきたお金
地
方
交
付
税（
5.
7％
）

3億
6,
29
3万
円

地
方
交
付
税（
5.
7％
）

3億
6,
29
3万
円

地
方
交
付
税（
5.
7％
）

3億
6,
29
3万
円

その他
1億3,862万円（2.2％）
●● 利子割交付金
●● 自動車取得税交付金
●● 地方特例交付金 他

その他
1億3,862万円（2.2％）
利子割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金　他

その他
1億3,862万円（2.2％）
● 利子割交付金
● 自動車取得税交付金
● 地方特例交付金 他

その他その他
11億億6,2986,298万円（万円（2.52.5％）％）
●● 分担金及び負担金分担金及び負担金
●● 使用料及び手数料使用料及び手数料
●● 財産収入財産収入
●● 諸収入諸収入

その他
1億6,298万円（2.5％）
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
諸収入

その他
1億6,298万円（2.5％）
● 分担金及び負担金
● 使用料及び手数料
● 財産収入
● 諸収入

町
債（
4.0
％
）

2億
5,1
50
万
円

町
債（
4.0
％
）

2億
5,1
50
万
円

町
債（
4.0
％
）

2億
5,1
50
万
円

地
方
消
費
税
交
付
金（
3.
3％
）

2億
1,
09
9万
円

地
方
消
費
税
交
付
金（
3.
3％
）

2億
1,
09
9万
円

地
方
消
費
税
交
付
金（
3.
3％
）

2億
1,
09
9万
円

県支
出金（

5.1％
）

3億
2,26
2万
円

県支
出金（

5.1％
）

3億
2,26
2万
円

県支
出金（

5.1％
）

3億
2,26
2万
円

国庫支出
金（4.1％

）

2億6,332
万円

国庫支出
金（4.1％

）

2億6,332
万円

国庫支出
金（4.1％

）

2億6,332
万円

繰
越
金（
3
.6
％
）

2
億
3
,0
6
5
万
円

繰
入
金（
3.6％
）

2億
2,890万

円

11億億9,5249,524万円万円
（（44.8.8％）％）
●● 町たばこ税町たばこ税
●● 軽自動車税軽自動車税

1億9,524万円
（4.8％）
町たばこ税
軽自動車税

1億9,524万円
（4.8％）
● 町たばこ税
● 軽自動車税

そ
の
他

依依依依

存存存存

財財財財

源源源源（26.4％）（26.4％）
（26.4％）

（（
7
3
.6

7
3
.6
％
）
％
）

（
7
3
.6
％
）

（
7
3
.6
％
）

自自自自 主主主主

財財財財

源源源源

町税
40億6,659万円（

63.9％
）

町

民
税

固
定
資
産
税

20
億
7,
40

6万
円（
51.0
％）

17億
9,729万

円（
4
4
.2
％
）

地
方
譲
与
税（
2.
0％
）

1
億
2
,5
8
0
万
円

地
方
譲
与
税（
2.
0％
）

1
億
2
,5
8
0
万
円

地
方
譲
与
税（
2.
0％
）

1
億
2
,5
8
0
万
円

歳 入
63億6,490万円

一般会計

平成20年度
平成20年度

決算報告決算報告



20年度中に

つかったお金

商工費商工費
4,5264,526万円万円
（（0.80.8％）％）

商工費
4,526万円
（0.8％）

商工費
4,526万円
（0.8％）

農林水産業費農林水産業費農林水産業費農林水産業費農林水産業費農林水産業費農林水産業費農林水産業費農林水産業費
億8,774万円万円万円万円
（（3.23.2％）％）
1億8,774万円
（3.2％）

農林水産業費
1億8,774万円
（3.2％）

土木費土木費土木費土木費土木費木費木費土土土土木木木木木木費費費費
7777777億億億億億億億億億5,2095 2095 2095 2095 2095555 22000099万円万円万円万円万円万万万万円円円円
（（（（（13.013 013 013.013.01133 0000％）％）％）％）％）％％％％

民生費民生費民生費民生費民生費民民民民民民生生生生費費費費
14141444億億億億億億億億億億億8,9068 9068 906,,88,,99006666万円万円万円万円万円万円万円万万万万円円円円
（（（（（（（25.725 725 725 725 72255..77％）％）％）％）％）％％％％））

総務費総務費総務費総務費総務費総総総総務務務務費費費費費費
10101010101100億億億億億億億億億億億351351351351351335511万円万円万円万円万円万万万万円円円円
（（（（（（（17.317 317 317.317.31177 33％）％）％）％）％）％％％％））

消防費消防費
33億億18121812万円万円
（（5.55.5％）％）

消防費
3億1812万円
（5.5％）

消防費
3億1812万円
（5.5％）

公債費公債費
33億億9,4849,484万円万円
（（6.86.8％）％）

公債費
3億9,484万円
（6.8％）

公債費
3億9,484万円
（6.8％）

教育費教育費教育費教育費教育費教教教教育育育育費費費費費費
8888888億億億億億億億億億億億1,9781 9781 9781,9781,97811,,997788万円万円万円万円万円万万万万万万円円円円
（（（（（（（14.214 214 2114444 22％）％）％）％）％）％％％％））

議会費議会費
11億億1,8491,849万円万円
（（2.02.0％）％）

議会費
1億1,849万円
（2.0％）

議会費
1億1,849万円
（2.0％）

衛生費衛生費衛生費衛生費衛生費衛衛衛衛生生生生生生費費費費
6666666億億億億億億億億億6,4016 4016 4016,4016,4016666 440000 万円万円万円万円万円万万万万円円円円
（（（（（11.511 511 511.511.511 5555％）％）％）％）％）％％％％

歳 出
57億9,290万円

基金現在高
増減率（％）金 額基 金 名

8.09億8,133万円財政調整基金

0.16,299万円減債基金

0.21億3,851万円公共施設整備基金

0.71億5,199万円義務教育施設整備基金

0.31億0,249万円まちづくり基金

1.2978万円災害基金

0.02億2,643万円地域福祉基金

△10.33億6,546万円土地開発基金

14.91億 174万円介護保険給付費準備基金

皆増1,146万円介護従事者処遇改善特例基金

2.721億5,218万円合 計

※増減率は前年同月末の額との比較

財産現在高
建物（釈）土地（釈）区 分

4,74324,307本 庁 舎

1,0423,218警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,925その他の施設

47,906214,477学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

414252,568公 園

22,094304,146その他の施設

95182,821山 林 ・ そ の 他

78,107888,546合 計

公債現在高
増減率（％）金 額事 業 債 名

△1.441億9,444万円一般会計事業債

△4.55億2,065万円農業集落排水事業債

△0.743億2,322万円下 水 道事業債

△3.611億4,416万円水 道 事 業 債

△1.5101億8,247万円合 計

※増減率は前年同月末の額との比較

̍ਓ౰ͨΓに

ΘΕͨお金࢖

̍ਓ౰ͨΓ͕

負担ͨ͠ொ税

民生費

57,296円

町民税

79,805円

教育費

31,543円

固定資産税

69,156円

土木費

28,939円

町たばこ税

6,192円

総務費・衛生費・公債費他

105,120円

軽自動車税

1,320円

平成21年3月31日住基人口25,989人より計算
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平成21年3月31日現在

平成21年3月31日現在

平成21年3月31日現在
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バランスシートが示す
バランスシートが示す

町の現状町の現状

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
？

消防費
0.6％

農林水産業費
2.4％

民生費
1.7％

衛生費
3.7％

総務費
13.2％

土木費
23.3％

教育費
55.0％

有形固定資産の行政目的別割合

商工費・その他
0.1％

決
算
で
は
主
に
１
年
間
の
歳
入
と

歳
出
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
が
「
町
は
財
産
を
ど
れ
く
ら
い

持
っ
て
い
る
？
」「
借
入
金
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
？
」
と
い
っ
た
疑
問
に

答
え
る
一
つ
の
資
料
と
し
て
、

年
14

度
決
算
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

年
３
月

日
現
在
で
町
が
持
っ

２１

３１

て
い
る
財
産
と
そ
の
財
産
を
取
得
す

る
た
め
に
ど
ん
な
財
源
が
充
て
ら
れ

た
か
を
把
握
で
き
る
も
の
で
す
。
用

い
た
デ
ー
タ
は
総
務
省
で
実
施
し
て

い
る
「
地
方
財
政
状
況
調
査
」
の
昭

和

年
度
以
降
の
一
般
会
計
の
数
値

４４
を
使
っ
て
い
ま
す
。

資
産
合
計
は
約
2
7
６
億
円

資
産
合
計
は
約
2
7
６
億
円
、
負

債
合
計
は
約

億
円
、
正
味
資
産
は

６２

約
2
１
４
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

正
味
資
産
は
国
や
県
の
支
出
金
と

町
税
な
ど
一
般
財
源
を
費
や
し
た
価

額
で
今
後
返
済
の
必
要
が
な
い
純
粋

な
資
産
分
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
町

民
一
人
当
り
に
換
算
す
る
と

万
２

８２

４
１
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
資
産
の
部
」

町
が
保
有
し
て
い
る
施
設
や
道
路
、

車
両
、
基
金
、
現
金
な
ど
の
財
産

「
負
債
の
部
」

主
に
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
使

っ
た
財
源
で
、
こ
れ
か
ら
返
済
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
。

退
職
給
与
引
当
金
は
資
産
の
取
得

の
た
め
に
使
っ
た
も
の
で
は
な
く
将

来
の
支
払
い
に
備
え
る
も
の
。

「
正
味
資
産
の
部
」

資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
使
っ
た

財
源
で
、
こ
れ
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貸 方
町民一人当り（円）全体（千円）負債の部

161,393

0

7,367

7,367

57,235

0

225,995

4,194,435

0

191,457

191,457

1,487,497

0

5,873,389

１．固定負債

敢地方債

柑債務負担行為

①物件の購入等

②債務保証

又は損失補償

債務負担行為計

桓退職給与引当金

棺その他

固定負債計

12,044

0

12,044

238,039

313,004

0

313,004

6,186,393

２．流動負債

敢翌年度償還予定額

柑翌年度繰上充用額

流動負債合計

負債合計

町民
一人当り（円）全体（千円）正味資産の部

83,407

49,516

689,493

822,416

2,167,668

1,286,866

17,919,237

21,373,771

１．国庫支出金

２．県支出金

３．一般財源等

正味資産合計

1,060,45527,560,164負債・正味資産合計

借 方
町民一人当り（円）全体（千円）資産の部

115,843
14,727
32,034

0
20,879
354

203,762
5,142

481,024
75

873,840
240,251

3,010,632
382,747
832,530

0
542,638
9,196

5,295,559
133,640

12,501,334
1,953

22,710,229
6,243,878

１．有形固定資産
敢総務費
柑民生費
桓衛生費
棺労働費
款農林水産業費
歓商工費
汗土木費
漢消防費
澗教育費
潅その他
有形固定資産合計
（うち土地）

11,911
3,005

24,210
24,151

0
48,361
50,932
114,209

309,549
78,089

629,198
627,671

0
1,256,869
1,323,663
2,968,170

２．投資等
敢投資及び出資金
柑貸付金
桓基金
①特定目的基金
②土地開発基金
③定額運用基金
基金計

棺退職手当組合積立金
投資等合計

37,759
2,424
22,009
62,192

9,992
222

10,214
72,406

981,327
62,992
572,000
1,616,319

259,683
5,763

265,446
1,881,765

３．流動資産
敢現金・預金
①財政調整基金
②減債基金
③歳計現金
現金・預金計

柑未収金
①地方税
②その他
未収金計
流動資産合計

1,060,45527,560,164資産合計

※町民一人当りの金額は、バランスシートの金額を基準日（平成21年3月31日）の住基
人口25,989人で算出しています。
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公営企業会計(消費税含）

差 引歳 出歳 入事 業 名

水 道 事 業

2,228万円3億2,453万円3億4,681万円・ 収 益 的 収 支

賛1億2,550万円1億4,878万円2,328万円・ 資 本 的 収 支
※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する1億2,550万円は、当年度分損益勘定留保資金6,042万円のほか、
過年度分損益勘定留保資金繰越金6,167万円、当該年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額341万円で
補てんしました。

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

(財)施設振興事業団

差 引歳 出歳 入会 計 名

0万円2,696万円2,696万円一 般 会 計

0万円1億0,508万円1億0,508万円文化事業特別会計

0万円5,950万円5,950万円健康センター特別会計

0万円1億9,154万円1億9,154万円総 合 計

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

特別会計

差 引歳 出歳 入事 業 名

1億5,932万円23億7,105万円25億3,037万円国 民 健 康 保 険

3,667万円1億9,596万円2億3,263万円老 人 保 健

2,131万円10億8,078万円11億0,209万円介 護 保 険

982万円1億7,188万円1億8,170万円後期高齢者医療

247万円5,351万円5,598万円農業集落排水事業

559万円7億3,539万円7億4,098万円公共下水道事業

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

保 険 給 付 額保 険 税負 担 額区 分

国民健康保険税負担額

及び給付状況

198,176円77,054円一 般 被 保 険 者
1 人 当 り

223,005円91,292円退 職 被 保 険 者 等

371,289円144,363円一 般 被 保 険 者
1世 帯 当 り

482,581円197,555円退 職 被 保 険 者 等



財産現在高
建物（釈）土地（釈）区 分

4,74324,307本 庁 舎

1,0423,218警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,925その他の施設

47,906214,477学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

414252,568公 園

22,094304,146その他の施設

95182,821山 林 ・ そ の 他

78,107888,546合 計
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●21年度上半期の
一般会計予算執行状況
（繰越事業費含む）（９月30日現在）

（歳入額）予算額 （歳出額）予算額

5億 10億 25億 35億 40億

1億9222

（1億1339）

7000

（1471）

1億2600

（3669）

2億4215

（2億6579）

2億1500

（1億3575）

3億7920

（0）

3億4406

（0）

3億5900

（2億4900）

12億9096

（5億5467）

35億6170

（24億3915）

歳

入

（59.0％）

（21.0％）

（29.1％）

（109.8％）

（63.1％）

（0.0％）

（0.0％）

（69.4％）

（43.0％）

（68.5％）

（万円）

（44.9％）

（49.5％）

（30.7％）

（43.7％）

（49.0％）

（41.6％）

（33.2％）

（37.7％）

（62.8％）

（45.2％）

歳

出

16億3966

（7億4081）

14億5940

（9億1702）

9億3840

（3億5390）

9億000038

（2億9857）

7億 37

（2億9122）

3億9486

（1億9347）

3億2832

（1億4344）

2億3143

（7096）

1億2136

（6012）

6611

（2969）

（万円）

●21年度上半期の特別会計予算執行状況（繰越事業費含む）（９月30日現在）

【水道事業】

（万円） （万円）

（万円） （万円）

5億10億15億20億25億 20億 25億15億10億5億

4352（4452 102.3%）

12億3430（5億7843 46.9％）

2億000090（9910 49.3％）

5688億（2609 45.9％）

8億1165（2億2448 27.7％）

（42 1.0％） 4352

（5億 867 41.2％）12億3430

（7045 35.1％）2億 90

（2384 41.9％） 5688

（2億5731 31.7％）8億1165

国民健康保険

老 人 保 健

介 護 保 険

後期高齢者医療

農業集落排水事業

公共下水道事業

町営墓地事業

（歳出額）予算額

歳 出

（歳出額）予算額

歳 出

（歳入額）

歳 入

予算額

（歳入額）

歳 入

予算額

1億2億3億4億 1億 2億 3億 4億

3億4834（1億6184 46.5％）

1億7987 （0 0.0％）

（6230 18.5％）3億3650

（4087 14.7％）2億7858

収益的収支

資本的収支

教 育 費

民 生 費

衛 生 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

消 防 費

議 会 費

農林水産業費

その 他

5億10億15億

その 他

繰 入 金

繰 越 金

町 債

町 税

地方交付税

地方譲与税

国・県支出金

自動車取得
税交付金

地方消費税
交付金

8688（88 1.0％） （2775 31.9％） 8688

26億6647（11億1675 41.9%） （9億9699 37.4％）26億6647

20億

30億30億

基金現在高
増減率（％）金 額基 金 名

7.712億8,236万円財政調整基金

1.0978万円災害基金

15.49,031.06愛土地開発基金（土地愛）

△13.13億5,274万円土地開発基金

0.71億5,200万円義務教育施設整備基金

0.11億3,857万円公共施設整備基金

0.41億0,293万円まちづくり基金

0.06,300万円減債基金

0.02億2,643万円地域福祉基金

22.51億0,863万円介護保険給付費準備基金

皆増416万円介護従事者処遇改善特例基金

2.724億4,060万円合 計

※増減率は前年同月末の額との比較

公債現在高
増減率（％）金 額事 業 債 名

△1.540億3,993万円一般会計事業債

△4.65億0,823万円農業集落排水事業債

△0.942億2,713万円下 水 道事業債

△5.310億9,524万円水 道 事 業 債

△1.998億7,053万円合 計

※増減率は前年同月末の額との比較

平成21年9月30日現在

平成21年9月30日現在

平成21年9月30日現在
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国指定重要文化財

野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉煉瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯窯をををををををををををををををををををををみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででで守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ野木町煉瓦窯をみんなで守ろうううううううううううううううううううううう外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

ホフマン式輪窯は、銀座煉瓦街建設に際し日本に導入されてから各地に築造され、昭和２６年（１９５１）には全国

で５０基存在していたということですが、現在残るホフマン式輪窯は、野木町煉瓦窯（国指定重要文化財「旧下野

煉化製造会社煉瓦窯」）を含めわずか４基のみです。また、残る４基の中でも野木町煉瓦窯は、最も古く、最も

原形をとどめているため各方面からの評価の高いものです。

現在、野木町煉瓦窯は、以前の所有者が実施していた保存修理工事が中断されたままの状態で煉瓦窯の劣化

が進み保全上の問題が危惧されています。また、保存修理工事を行うには多額の費用がかかります。

このため、野木町では皆様からの寄附を募り、野木町煉瓦窯の保存修復を目指していきます。

重要文化財野木町煉瓦窯保存基金制度
産野木町煉瓦窯保存基金の設置目的

町が所有する国指定重要文化財野木町煉瓦窯の保存、修復及び維持管理に関する事業の財源に充てるために

設置しました。

産野木町煉瓦窯保存基金の原資

皆様からの寄附金を原資とします。

産野木町煉瓦窯保存基金への寄附の方法

次の３つがあります。

①ふるさと納税

ふるさと納税制度の寄附申込書の自由意見欄に“煉瓦窯修復のため”と記載していただくと野木町煉瓦窯保

存基金に積み立てをいたします。また、お名前の公表を希望される方は、寄附申込書の自由意見欄に“氏名の

公表を希望する”旨ご記入ください。

②指定寄附金

生涯学習課で皆様からの寄附を受け付けいたします。金額は１口５，０００円からです。税金の軽減（寄附金控

除）は、ふるさと納税と同じ取り扱いになります。（寄付金控除については税務課でご確認ください）

③募金

役場本館２階総務課、町公民館、渡良瀬北斗乗馬倶楽部に募金箱を設置いたします。金額は任意ですので、

皆様のご協力をお願いいたします。

問生涯学習課 撒（５７）４１８８

③募金②指定寄附金①ふるさと納税

役場総務課、公民館、渡良瀬北

斗乗馬倶楽部に募金箱を設置し、

募金を募り、基金に積み立てます。

１口５，０００円から寄附を受け付

け、基金に積み立てます。（税控除

は、ふるさと納税同様）

自由記入欄に“煉瓦窯修復のた

め”などの記載があった場合は

「基金」に積み立てます。

重要文化財野木町煉瓦窯保存基金

基金の取り崩し

野木町煉瓦窯の保存、修復及び維持管理に要するための事業の財源に充てる場合に限り、その全部または一部を処

分します。

唖 阿娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

愛 挨娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

唖

愛 挨
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阿
哀
哀
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樫

樫

樫
樫



貸出カードの更新

住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
開館中は、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会

■
日 時 １１月６日（金）

午前１１時～１１時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 グレース森

■
日 時 １１月１０日、１７日、２４日（火）

午前１１時～１１時２０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 ピノキオ

■
日 時 １１月２１日（土）

午後２時～２時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
プログラム 絵本と紙しばい 他
対 象 ４歳位から小学生
図書館職員

こども映画会

「ドラえもんのび太の宇宙開拓史」

日 時 １１月２８日（土）
午後２時～３時３０分

会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸し出しが
できますのでご利用ください。
ただし、児童書中心でビデオテー
プの貸し出しは行っていません。

１１／５ 野木小
１３：００～１４：００

１１／１０ 友沼小
１３：１０～１４：１０

１１／１１ 新橋小
１３：１５～１４：１０

１１／１８ 佐川野小
１３：１５～１４：００

１１／２５ 南赤塚小
１３：００～１４：００

新着図書案内

＜一般書＞
産まねる力 （勝間和代）
産妻と夫の定年塾２

（西田小夜子）
産静子の日常 （井上荒野）
産ドラゴン・ティアーズ

（石田衣良）
産楠の実が熟すまで （諸田玲子）

＜児童書＞
産きんのたまごにいちゃん

（あきやまただし）
産海のサバイバル （洪在徹）
産宇宙のサバイバル３ （洪在徹）
産星くずのブラックドレス

(あんびるやすこ)
産パスワード悪の華 （松原秀行）

開館２０周年記念事業

今年で開館２１年目になることから、
記念事業を行います。

期 日 11月８日（日）
会 場 図書館２階ホール
記念式典
午後１時３０分～１時５０分

記念講演
午後２時～３時３０分

講 師 作家 上橋菜穂子さん

演 題
「物語とのさまざまな出会い」
～作家への道のり～

講師プロフィール
川村学園女子大学児童教育学科教
授。アボリジニの研究で知られる文
化人類学者でもある。８９年「精霊の
木」でデビュー。
定 員 先着１００人
対 象 小学生以上（町外可）
入場無料
申 込 １１月１日～

図書館へ（電話可）
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混声合唱団コールエニス

第１回定期演奏会

コールエニスは、初めての定期演
奏会を開催します。
第１部では世界の名曲のアカペラ、
第２部ではモーツアルトのオペラ、
第３部は弦楽四重奏を加えた「戴冠
ミサ」曲をお届けします。合唱の魅
力をごゆっくりお楽しみください。

日 時 １１月２９日(日)
午後２時～

会 場 エニスホール大ホール
全席自由
一般 １５００円
高校生以下無料(要整理券)

問吉光寺 撒(５７)２８２８

パソコンサロン

ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。
１１月はワードで作る年賀状特集で
す。

日 時 １１月１２日（木）
午後１時～４時
１１月２１日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室
申込不要
※日程変更もありますので、公民館
掲示板で確認するか、問い合わせく
ださい。

問生涯学習課 撒（５７）４１８８

元気の出るスポーツクラブのぎ

養生気功教室

動作、呼吸法、意識の制御、心身を
リラックスして自分の身体を調整す
る気功法です。

日 時 １１月１０日～１２月１５日
毎週火曜日（全６回）
午後７時３０分～９時３０分

会 場 町公民館
定 員 ２０名
参加料 クラブ会員 １０００円

非会員 １５００円
持参する物
運動のできる服装
タオル
飲み物

講 師 NPO気功文化センター理事
小澤洋子さん

申込方法
参加料を添え生涯学習課へ

申込期間 １１月２日～
※定員になり次第終了

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ

元気いきいき体験教室

後期も継続します。前期に参加さ
れた方はもちろん、初めての方もど
んどんご参加ください。

日 時 １１月９日・１２月１４日
１月２５日・２月８日
２月２２日・３月８日
午前９時３０分～１１時

会 場 町体育センター
内 容 カローリング

スポーツ吹き矢等
参加無料
申込方法
当日午前９時までに直接会場へ
※体育館シューズ・上履き持参

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

空手道競技大会

期 日 １２月２０日（日）
会 場 町武道館
種 目
形競技・組手競技
小学１～２年（男女混合）
小学３～４年（男女別）
小学５～６年（男女別）
※参加数が競技成立に満たない場合
は、階級を前後する場合もあります。
参加資格
町空手道連盟登録会員
連盟が認める健康な小学生

競技規定
全日本空手道連盟競技規定 他

参加料 １人１０００円（保険代含む）
※形・組手双方出場の場合も同額
申込期間 １１月１４日～３０日

問福井啓仁 撒（５７）０１９２

混合バドミントン大会

期 日 １２月６日（日）
会 場 野木第二中体育館
参加資格
町在住在勤者
町クラブ所属者
協会が認めた者

申込期間 １１月２３日～３０日

問表寺昭雄 撒（５５）２４３０
松原正代 撒（５７）９２０９
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町
臨
時
職
員
候
補
者
募
集

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
勤
務

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
た
方
を「
候
補
者
」と
し
て
名
簿
に

登
載（
受
付
よ
り
２
年
間
）し
、
そ
の

中
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま

す
。

随
時
募
集

応
募
方
法

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
保
育
士
証

写
し
を
総
務
課
へ

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
６
７

５７

情
報
公
開
請
求
状
況

問
総
務
課

撒（

）４
１
１
４

５７

家
屋
を
建
て
た
ら
連
絡
を

住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
倉
庫
・
車

庫
・
物
置
等
を
新
築
ま
た
は
増
築
し

た
方
で
、
ま
だ
税
務
課
の
家
屋
調
査

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
日
程
調
整
の
う
え
、
調
査

に
伺
い
ま
す
。
調
査
が
遅
れ
る
と
、

固
定
資
産
税
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税

に
な
っ
た
り
、
評
価
証
明
の
発
行
が

遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合
も
法
務
局
や
税
務

課
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
居
住
用
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
土
地
の
税
額
が
上
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
３

５７

税
を
考
え
る
週
間

／

（
水
）～

／

（
火
）

１１

１１

１１

１７

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が

い
き
て
い
る

広
く
国
民
の
皆
様
に
、
よ
り
能
動

的
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
な
ど
を
考

え
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
週

間
で
す
。

算
税
の
よ
ろ
ず
相
談

税
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
税
理
士

会
栃
木
支
部
の
先
生
方
が
分
か
り
や

す
く
お
答
え
し
ま
す
。

日

時

月

日（
木
）

１１

１２

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

会

場

福
田
屋
百
貨
店
栃
木
店

４
階
催
事
場
前

相
談
無
料

問
栃
木
税
務
署

撒
０
２
８
２（

）０
８
８
５

２２

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
を

ご
存
知
で
す
か
？

花
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
１７

年
６
月
に
発
足
し
、
犯
罪
等
の
被
害

者
及
び
そ
の
家
族
・
遺
族
に
対
し
て
、

精
神
的
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、
社

会
全
体
の
被
害
者
支
援
の
高
揚
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
回
復
や
軽

減
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団

体
で
す
。
活
動
は
、
被
害
者
等
か
ら

の
電
話
相
談
・
面
接
相
談
・
裁
判
や

病
院
へ
の
付
き
添
い
支
援
、
被
害
者

グ
ル
ー
プ
へ
の
援
助
、
広
報
・
啓
発

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

弁
護
士
・
臨
床
心
理
士
に
よ
る
専
門

的
な
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
被
害
者
等
の
援
助
を

適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
団
体
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
犯
罪

被
害
者
等
早
期
援
助
団
体
と
し
て
栃

木
県
公
安
委
員
会
か
ら
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
は
、
被
害
者
等
の
同

意
が
あ
れ
ば
、
警
察
か
ら
被
害
者
等

に
関
す
る
情
報
提
供
を
受
け
、
セ
ン

タ
ー
が
直
接
連
絡
し
て
よ
り
能
動
的

な
支
援
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

酸
相
談
電
話（
相
談
無
料
）

撒
０
２
８（
６
４
３
）３
９
４
０

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

※
必
要
に
応
じ
面
接
相
談
可

問
花
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ

撒
０
２
８（
６
２
３
）６
６
０
０

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ
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募集内容

採用期間賃 金年 齢仕事内容職 種

６か月以内

時給８５０円

５０歳くらい

まで

保育業務

（保育士資格を

有する方）

保育士

時給７２０円

保育業務

（保育士資格を

有しない方）

保育士補助

４月～９月の
情報公開請求状況

１件請求の件数

０件公開の件数

１件部分公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

０件非公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

※情報公開制度については、
町ホームページで



お知らせ
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野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

メ
ジ
ロ
や
オ
オ
ル
リ
な
ど
の
野
鳥

は
自
然
生
態
系
の
一
員
で
あ
り
、
私

た
ち
に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
存
在
で
す
。

し
か
し
、
野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
か
わ
い
ら
し
い
か
ら
飼

い
た
い
」と
い
う
の
は
、
自
由
に
生

き
る
野
鳥
の
権
利
を
奪
う
許
さ
れ
な

い
考
え
で
す
。

野
鳥
の
愛
ら
し
い
姿
や
泣
き
声
は
、

野
外
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
野
鳥
を

捕
っ
た
り
飼
っ
た
り
す
る
こ
と
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

問
県
南
地
区
野
生
鳥
獣
捕
獲
・
飼
養

連
絡
会
（
県
南
環
境
森
林
事
務
所
内
）

撒
０
２
８
３（

）１
４
４
１

２３

源
泉
徴
収
義
務
者
対
象

年
分
年
末
調
整
説
明
会

２1日

時

月

日（
金
）

１１

２０

午
後
２
時
～
３
時

分
４５

会

場

小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー

問
栃
木
税
務
署

撒
０
２
８
２（

）１
８
０
５

２２

所
得
申
告
参
考
資
料
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で

口
座
振
替
の
方
に
は
、
来
年
１
月
末

頃「
口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
」を
郵

送
す
る
予
定
で
す
が
、
年
末
調
整
等

で
事
前
に
必
要
な
方
は
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通

徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で
口
座

振
替
の
方
に
も
、来
年
１
月
末
頃「
口

座
振
替
領
収
済
通
知
書
」を
郵
送
す

る
予
定
で
す
が
、
年
末
調
整
等
で
事

前
に
必
要
な
方
は
住
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
来
庁
の
際
は
、「
納
税（
納
入
）通
知

書
」及
び「
身
分
を
証
明
す
る
も
の
」

（
運
転
免
許
証
、保
険
証
等
）を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
１

５７

住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

出
産
育
児
一
時
金
が

変
わ
り
ま
し
た

月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
た
方

１０
か
ら
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

と
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

酸
支
給
額
を
４
万
円
引
上
げ
、
原
則

万
円
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成

年

４２

２１

月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

日

１０

２３

３１

ま
で
に
出
産
さ
れ
る
方
）

※
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す
る

病
院
な
ど
に
お
い
て
出
産
し
た
場
合

に
限
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は

万
円
と
な
り
ま
す
。

３９酸
直
接
支
払
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

※
出
産
育
児
一
時
金
を
か
か
っ
た
出

産
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
原
則
と
し
て
医
療
保
険
者
か
ら

医
療
機
関
に
直
接
支
払
わ
れ
る
仕
組

み
に
変
わ
り
ま
し
た
。

問
住
民
課

撒（

）
４
１
３
６

５７

国
民
年
金
の
独
自
給
付

算
寡
婦
年
金

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満

た
し
た
夫
が
、
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
な
く
死
亡
し
た
場
合
に
、
夫
に
生

計
を
維
持
さ
れ
、

年
以
上
の
婚
姻

１０

関
係
が
あ
っ
た
妻
に

歳
か
ら

歳

６０

６５

に
な
る
ま
で
の
間
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
夫
の
第
１
号
被
保
険
者
期

間
に
つ
い
て
計
算
し
た
老
齢
基
礎
年

金
の
額
の
４
分
の
３
で
す
。

算
付
加
年
金

第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被

保
険
者
が
定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
、

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納

付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
際
に
、
基
本
額
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
上
乗
せ
さ
れ
る
年

金
額
は
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数
で
す
。

算
死
亡
一
時
金

死
亡
月
の
前
月
ま
で
の
第
１
号
被

保
険
者（
任
意
加
入
被
保
険
者
含
む
）

期
間
に
つ
い
て
保
険
料
納
付
済
期
間

に
合
算
し
た
月
数
が

月
以
上
あ
る

３６

方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
障
が

い
基
礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
な
い

で
死
亡
し
、
遺
族
も
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
に
、
そ
の
遺

族
（
配
偶
者
、子
、父
母
、孫
、祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
の
順
に
先
順
位
）で
あ
っ

て
、
死
亡
し
た
と
き
に
生
計
を
同
一

に
し
て
い
た
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
寡
婦
年
金
を
受
給
す
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
住
民
課

撒（

）
４
１
４
０

５７
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ま
す
ま
す
快
調
に
外

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室

６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
か
ら

だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
」は
、内
容
を
充
実

さ
せ
、今
ま
で
の
運
動
編
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
食
事
編
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
加
わ
り

ま
し
た
。運
動
と
食
事
を
見
直
す
こ

と
で
ス
ッ
キ
リ
快
調
な
か
ら
だ
作
り

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

運
動
編
と
食
事
編
は
日
程
や
申
込

方
法
等
が
異
な
り
ま
す
。食
事
編
の

参
加
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

内
容
を
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

酸
運
動
編

対

象

町
在
住
者

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

日

時

表
参
照

・
Ａ
コ
ー
ス

午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

３０

・
Ｂ
コ
ー
ス

午
後
３
時
～
４
時

※
事
前
申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
コ
ー
ス
、Ｂ
コ
ー
ス
の
ど
ち
ら
か

の
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。内
容

は
同
じ
で
す
。

※
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
に
相
談

の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動

靴
、
水
分
、
タ
オ
ル

酸
食
事
編

対

象

町
在
住
者

会

場

町
公
民
館

日

時

月
２
日（
水
）

１２午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

受
付
開
始

月
５
日
～

１１

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

定

員

名
１５

申
込
方
法

健
康
福
祉
課
へ（
電
話
可
）

内

容
講
話
、
ミ
ニ
調
理
実
習（
試
食
）

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

幸
せ
も
噛
み
し
め
て
外

お
口
の
健
康
教
室

お
口
の
健
康
教
室
は
、日
常
生
活

に
お
け
る
お
口
の
中
の
お
手
入
れ
の

方
法
や
、入
れ
歯
の
お
手
入
れ
な
ど

を
学
び
、虫
歯
や
歯
周
病
の
予
防
、歯

の
喪
失
の
予
防
に
役
立
て
ま
す
。
お

口
の
健
康
を
維
持
し
、食
べ
る
楽
し

み
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日

時

月

日（
水
）

１１

２５

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

町
在
住
者（

歳
以
上
）

４０

定

員

名
２０

内

容

・
口
腔
内
環
境
の
チ
ェ
ッ
ク

・
サ
リ
バ
ス
タ
ー
だ
液
潜
血
テ
ス
ト

（
だ
液
を
採
り
、
歯
肉
か
ら
の
出
血

の
有
無
を
確
か
め
、
歯
周
病
の
可

能
性
の
有
無
を
調
べ
る
）

・
歯
ブ
ラ
シ
圧
の
確
認

（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
）

・
健
口
体
操

・
入
れ
歯
の
お
手
入
れ
方
法

持
参
す
る
物

歯
ブ
ラ
シ
、
手
鏡
、
タ
オ
ル

講

師

歯
科
衛
生
士

申
込
方
法

健
康
福
祉
課
へ
（
電
話
可
）

申
込
期
間

月
９
日
～

１１

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

ヘ
ル
シ
ー
講
座

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に

よ
る
ヘ
ル
シ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

「
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ

ー
の
調
理
実
習
」と「
ミ
ニ
運
動
教

室
」で
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
を
満
喫
し

ま
し
ょ
う
♪

日

時

月

日（
金
）

１２

１８

午
前

時
～
午
後
２
時

１０

会

場

町
公
民
館

対

象

成
人
（
町
在
住
）

定

員

人
１６

参
加
費

１
人
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

メ
ニ
ュ
ー

フ
ラ
イ
パ
ン
で
パ
エ
リ
ア
、

ス
ー
プ
、サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
健
康
福
祉
課
へ

申
込
期
間

月
４
日
～

１１

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

In
fo
rm

a
tio

n

からだスッキリ教室プログラム

講 師内 容期 日

八ツ田先生
家でもできる！タオル体操
ボールを使ってエクササイズ

１１／１８（水）

大野先生
楽しくできる
かんたんエアロビクス

１２／９（水）

池田先生
からだのバランスを整える
筋力アップ体操

１／１３（水）

八ツ田先生
家でもできる！タオル体操
ボールを使ってエクササイズ

２／３（水）

大野先生
楽しくできる
かんたんエアロビクス

２／２４（水）

八ツ田先生
家でもできる！タオル体操
ボールを使ってエクササイズ

３／１７（水）
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骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

私
た
ち
の
骨
量
は
加
齢
と
と
も
に

減
り
始
め
、
特
に
女
性
は
年
齢
に
よ

り
減
り
方
が
大
き
い
時
期
が
あ
り
ま

す
。早

期
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
骨

粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
に
も

ご
自
分
の
骨
の
健
康
状
態
を
測
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

検
診
日

１
月

日（
火
）

１９

受

付
午
前
８
時

分
～

時

分

３０

１０

３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容

問
診
、
超
音
波
検
査

検
診
料

４
０
０
円

対

象
町
内
に
住
所
を
有
す
る

歳
以
上

３０

の
女
性

※
今
ま
で
の
骨
密
度
検
診
で「
要
医

療
」と
な
り
病
院
を
受
診
さ
れ
た
方
、

現
在
病
院
で
経
過
観
察
中
の
方
、
治

療
中
の
方
は
継
続
し
て
病
院
を
受
診

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
節
目
年
齢（

歳
・

歳
・

歳
・

４０

４５

５０

５５

歳
・・
な
ど
）で
受
診
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

定

員

２
０
０
名

申
込
方
法

健
康
福
祉
課
へ（
電
話
可
）

申
込
期
間

月

日
～

１１

１３

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
世
帯（
生
活
保
護
な

ど
の
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
、

障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で
、

N
H
K
受
信
料
全
額
免
除
と
な
っ
て

い
る
世
帯
が
対
象
）に
、
簡
易
な
チ

ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の

支
援
を
、

月
１
日
か
ら
受
け
付
け

１０

て
い
ま
す
。

※
N
H
K
と
受
信
契
約
を
結
び
、
全

額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

※
現
物
給
付
で
す
の
で
、
ご
自
身
で

購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ

ナ
改
修
等
の
費
用
を
精
算
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

撒（
０
５
７
０
）０
３
３
８
４
０

巡
回
住
宅
相
談
会

栃
木
県
で
は
、
建
築
士
・
司
法
書

士
な
ど
建
築
関
係
専
門
の
相
談
員
が

お
答
え
す
る
巡
回
住
宅
相
談
会
を
野

木
町
で
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予
約
な
し
で
お

い
で
い
た
だ
い
て
も
相
談
で
き
ま
す

が
、
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
を
優
先

し
ま
す
。

日

時月

日（
火
）

１１

２４

午
後
１
時

分
～
４
時

３０

会

場
野
木
町
役
場
本
館
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

事
前
予
約
先

花
栃
木
県
建
築
士
会

撒
０
２
８（
６
３
９
）３
１
５
０

問
栃
木
県
住
宅
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
４

小
山
市
登
録
手
話
通
訳
者

認
定
試
験

日

時

月

日（
土
）

１２

１２

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

会

場
小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対

象
次
の
条
件
を
同
時
に
満
た
す
方

①
野
木
町
在
住

②

歳
～

歳

１８

６０

③
お
や
ま
地
区
手
話
講
習
会「
基
礎

講
座
」修
了
者
ま
た
は
手
話
通
訳
者

養
成
講
習
会「
応
用
課
程
」以
上
修
了

者
、
県
登
録
通
訳
者
な
い
し
相
当
の

経
験
者

内

容
筆
記
試
験
・
実
技
試
験
・
面
接

費
用
無
料

申

込

月

日
ま
で
に
協
会
へ

１１

１９

※
申
込
用
紙
は
健
康
福
祉
課
に
も
あ

り
ま
す
。

問
認
定
試
験
事
務
局

（
小
山
市
聴
覚
障
が
い
者
協
会
内
）

姉
０
２
８
５（

）９
５
３
５

２３

健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
９
６

５７



国
分
寺
特
別
支
援
学
校

「
お
お
ぞ
ら
祭
」

日

時月

日（
土
）

１１

１４

午
前
９
時

分
～
午
後
２
時

分

３０

２５

会

場
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

（
下
野
市
柴
６
‐
２
）

内

容
小
学
校
部
・
中
学
校
部
・
高
等
部
・

訪
問
教
育
学
級
に
よ
る
日
頃
の
学

習
成
果
の
発
表
（
演
技
発
表
、
作

業
製
品
販
売
、
模
擬
店
、
作
品
展
）

問
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

撒
０
２
８
５（

）５
１
２
１

４４

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＆

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

観
光
協
会
主
催
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

産
町
公
民
館
前

樹
木
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
会
場

植
樹
サ
ー
ク
ル
内
の
松
等
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
で
約
１
万
２
千

球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
町
内
を
中
心
に
活
動

す
る
音
楽
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

点
灯
期
間

月

日（
土
）～
１
月
８
日（
金
）

１１

２８

午
後
５
時

分
～
９
時

分

３０

３０

点
灯
式月

日（
土
）

１１

２８

午
後
５
時

分
～

３０

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・

月

日（
土
）点
灯
式
後

１１

２８

午
後
５
時

分
頃
～
約
１
時
間

４５

・

月

日（
土
）

１２

１２

午
後
６
時

分
頃
～
約
１
時
間

３０

産
駅
前
東
西
広
場

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
会
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
で
主
に
低

木
に
設
置
し
ま
す
。

点
灯
期
間

月

日（
土
）～
１
月
８
日（
金
）

１１

２８

午
後
５
時
～
午
前
１
時

問
観
光
協
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

食
卓
に
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
を

み
そ
づ
く
り
講
習
会

町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

利
用
し
て
、
安
心
安
全
な
お
い
し
い

味
噌
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
１
人

茜
２０

の
味
噌
を
仕
込
み
ま
す
。

日

時

酸
１
回
目

月
８
日（
火
）
～

日
（
金
）

１２

１１

午
前
９
時
～

※
８
日
は
午
後
３
時
～

酸
２
回
目

月

日（
火
）～

日（
金
）

１２

１５

１８

午
前
９
時
～

※

日
は
午
後
３
時
～

１５
会

場

農
産
物
加
工
施
設

対

象

町
在
住
者

定

員

各
回
と
も
先
着

名
１０

参
加
費

５
０
０
０
円（
材
料
費
等
）

持
参
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

洗
っ
た
長
靴

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
産
業
課
へ

申
込
期
間

月

日
～

日

１１

１６

２０

問
産
業
課

撒（

）
４
１
５
１

５７

県
南
市
場
ま
つ
り
（
感
謝
市
）

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
県

南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
生
鮮
食
料
品
流
通
の
拠
点
市

場
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

日
頃
の
利
用
に
感
謝
し「
市
場
ま

つ
り
（
感
謝
市
）
」を
開
催
し
ま
す
。

日

時

月

日（
日
）

１１

２２

午
前
７
時
～
午
後
１
時

会

場

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

（
国
道

号
線
沿
い
）

５０

内

容

産
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関
連

商
品
の
展
示
販
売

産
野
菜
・
果
物
・
生
花
・
鉢
物
の
模

擬
せ
り

産
風
船
・
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

産
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

で
の
処
理
品
の
無
料
配
布

産
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

産
生
ま
ぐ
ろ
の
目
方
当
て
ク
イ
ズ
、

り
ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競
争

産
か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ
ッ

ポ
焼
き
な
ど
の
各
種
売
店
な
ど

問
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

撒
０
２
８
５（

）３
３
３
０

３８

お知らせ

（18）
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お知らせ

（19）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

消
え
る
ま
で

ゆ
っ
く
り
火
の
元

に
ら
め
っ
子

（
２
０
０
９
全
国
統
一
防
火
標
語
）

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
、
火
災
予
防
の
意
識
を
一
層
高
め
、

家
庭
や
地
域
か
ら
の
火
災
発
生
を
防

止
し
、
犠
牲
者
や
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

消
防
本
部
管
内
で
、

年
に
発
生

２０

し
た
火
災
に
よ
る
死
者
は
５
人
で
、

火
災
件
数
は

件
で
す
。
出
火
原
因

５１

の
１
位
は「
放
火
及
び
放
火
の
疑
い

（

件
）」、
２

位

は「
た

ば

こ（
６

１３件
）」、
３
位
は「
た
き
火
・
こ
ん
ろ

（
４
件
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。

期

間月
９
日（
月
）～

日（
日
）

１１

１５

消
防
職
員
が
お
宅
に
お
邪
魔
し
、

チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
て
防
火
を
呼
び

か
け
ま
す
。
そ
の
際
、
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
本
部
・
消
防
団
の
車
両
に
よ

る
管
内
巡
回
、
広
報
活
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
所
に
対
す
る
特
別

査
察
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

算
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

管
内
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年

生
か
ら
募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日

時月

日（
火
）～

日（
日
）

１１

１０

１５

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

会

場

ま
ち
か
ど
美
術
館（
小
山
市
）

算
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務
と
な

り
ま
し
た
。
煙
感
知
器
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。「
ま
さ
か
！
」
の
火
事
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
助
か
る
命
が

あ
り
ま
す
。

事
例
１

寝
た
ば
こ
で
本
当
に
寝
入
っ
て
し

ま
い
、
警
報
音
で
目
を
覚
ま
し
た
と

こ
ろ
、
布
団
か
ら
煙
が
で
て
い
た
。

あ
わ
て
て
風
呂
場
に
持
っ
て
行
き
、

浴
槽
の
水
に
浸
し
た
た
め
大
事
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
例
２

寝
て
い
る
最
中
に
蹴
っ
た
布
団
が
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
て
出
火
、
警

報
音
で
目
を
覚
ま
し
初
期
消
火
し
た

た
め
大
事
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）３
１
５
６

２１

町
消
防
団
通
常
点
検

日

時

月

日
（
土
）

１０

３１

午
前
８
時

分
～

３０

会

場
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

酸
分
列
行
進
実
施
に
伴
う
交
通
規
制

月

日（
土
）午
前

時

分
か

１０

３１

１１

２０

ら

時

分
の
間
、
駅
東
通
り
の
足

１２

２０

利
小
山
信
金
前
交
差
点
か
ら
農
協
前

交
差
点
ま
で
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

酸
火
災
予
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

日

時月
９
日（
月
）～

日（
日
）

１１

１５

午
後
７
時
（
火
災
予
防
運
動
期
間
中
）

鳴
ら
す
方
法

秒
鳴
ら
し
、
６
秒
停
止
を
３
回

１５繰
り
返
し
ま
す
。

※
近
隣
市
町
で
も
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
。

問
総
務
課

撒（

）
４
１
２
８

５７

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

日

時

月
５
日（
土
）

１２午
前
９
時

分
～

３０

会

場

道
の
駅
思
川
研
修
室

定

員

先
着

名
５０

申
込
期
間

月

日
～

日

１１

１５

３０

受
講
無
料

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（

）
３
１
６
４

２１

野
木
分
署

撒（

）１
１
１
９

５７

一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会

日

時月

日（
土
）

１１

２８

午
前
９
時

分
～
午
後
６
時

分

３０

３０

会

場
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
東
城
南
４
‐
１
‐

）
１３

定

員

先
着

名
２０

申
込
期
間

月
１
日
～

日

１１

１５

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

受
講
無
料

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（

）
３
１
６
４

２１

野
木
分
署

撒（

）１
１
１
９

５７



丸
林
保
育
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
育
内
容
が

１
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

Ｑ
通
常
保
育（
月
曜
～
土
曜
日
）は
？

Ａ
土
曜
日
を
午
後
６
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。
保
育
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

午
後
６
時
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
延
長
保
育（
月
曜
～
土
曜
日
）は
？

Ａ
午
後
８
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。
保

育
時
間
は
午
後
６
時
か
ら
８
時
に
な

り
ま
す
。

Ｑ
延
長
保
育
の
費
用
は
？

Ａ
１
時
間
あ
た
り
２
０
０
円
で
す
。

毎
日
１
時
間
の
月
額
は
２
０
０
０
円
、

毎
日
２
時
間
の
月
額
は
４
０
０
０
円

で
す
。

Ｑ
休
日
保
育（
日
曜
日
・
祝
日
）は
？

Ａ
実
施
し
ま
す
。
保
育
時
間
は
午
前

８
時
か
ら
午
後
４
時
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
休
日
保
育
の
費
用
は
？

Ａ
０
歳
児
・
１
歳
児
は
２
５
０
０
円
、

２
歳
児
以
上
は
２
０
０
０
円
で
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
６
７

５７

丸
林
保
育
所

撒（

）１
７
０
８

５６

平
成

年
成
人
式

２２

成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

１
月

日（
日
）

１０

午
前

時
～

１０

（
受
付
午
前
９
時

分
～
）

２０

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

内

容

式
典
・
記
念
写
真
撮
影
等

対

象
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
町
在
住
者
、

本
町
出
身
者

※
案
内
状
は
、

月
上
旬
に
届
く
よ

１２

う
に
発
送
し
ま
す
。

※
現
在
町
外
に
住
所
を
移
さ
れ
た
方

が
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
１２

月
１
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
出
が
遅
れ
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

撒（

）４
１
８
８

５７

渡
良
瀬
遊
水
地
野
鳥
観
察
会

参
加
者
募
集

日

時月
６
日（
日
）

１２午
前
９
時
～

時

分

１１

３０

集
合
場
所

谷
中
湖
自
転
車
貸
出
所
前
広
場

定

員

先
着

名
３０

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
無
料

講

師
日
本
野
鳥
の
会

一
色
安
義
さ
ん

申
込
方
法

湿
地
資
料
館
（
電
話
可
）

申
込
期
間

月
１
日
ま
で

１２

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

問
渡
良
瀬
遊
水
地
湿
地
資
料
館

撒
０
２
８
２
（

）
５
５
５
８

６２

第

回
し
も
つ
け
サ
ッ
カ
ー

１０
セ
ミ
ナ
ー

野
木

in

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

の
健
康
増
進
と
技
術
向
上
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
中
西
哲
生
さ
ん
に
よ
る

実
技
指
導
や
講
話
が
あ
り
ま
す
。
観

覧
は
自
由
で
す
。

日

時

月
７
日（
土
）

正
午
～

１１

会

場
町
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

内

容
実
技
指
導
・
記
念
撮
影

抽
選
会（
要
申
込
）

対

象

県
内
の
小
学
生
１
６
０
名

参
加
無
料

主

催

下
野
新
聞
社

特
別
協
賛

珂
キ
ョ
ー
リ
ン

後

援

野
木
町

問
下
野
新
聞
社
事
業
部

し
も
つ
け
サ
ッ
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

撒
０
２
８
（
６
２
５
）１
１
３
４

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

１１「
守
ろ
う
よ

未
来
を
見
つ
め
る

小
さ
な
ひ
と
み
」

ち
ょ
っ
と
し
た「
目
く
ば
り
」「
気

く
ば
り
」
で
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救

え
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ん
な
サ
イ
ン
を
見
落

と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
跡

・
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ
て

い
る

・
表
情
が
乏
し
い

・
お
ど
お
ど
し
て
い
る

・
落
ち
着
き
が
な
く
、
乱
暴
に
な
る

・
親
を
避
け
よ
う
と
す
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）
４
１
８
３

５７

お知らせ
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学
校
教
育
祭
第
二
部
＆
第
三
部

酸
展
覧
会

日

時月

日（
土
）、

日（
日
）

１１

１４

１５

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

酸
講
演
会

日

時月

日（
日
）

１１

１５

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

講

師

詩
人

谷
川
俊
太
郎
さ
ん

演

題

「
今
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
」

酸
小
中
合
同
な
か
よ
し
学
習
発
表
会

日

時月

日（
木
）

１１

１９

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１２

２０

会

場
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

入
場
無
料

問
野
木
第
二
中
学
校撒（

）９
３
７
４

５７

小
・
中
学
校
非
常
勤
講
師
募
集

年
度
の
小
・
中
学
校
非
常
勤
講

２２
師
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
方
を
名
簿
に
登
録
し

て
、
そ
の
中
か
ら
選
考
の
う
え
採
用

し
ま
す
。

仕

事

学
習
指
導
及
び
生
活
支
援

賃

金

時
給
１
０
２
０
円

期

間

１
年
間

勤

務
１
日
５
時
間
（
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
勤
務
が
原
則
）

資

格
教
員
免
許
所
有
者
ま
た
は
取
得
予

定
者

受
付
期
間

月

日
～

月

日

１１

２４

１２

１８

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

提
出
書
類

①
履
歴
書（
写
真
添
付
）

②
教
員
免
許
状
の
写
し

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
２

５７

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
す
る
装
備
品
・
シ
ス
テ
ム

を
駆
使
・
運
用
す
る
要
員
を
養
成
す

る
た
め
、
横
須
賀
市
に
あ
る
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
に
お
い
て
、
各

種
技
術
の
専
門
教
育
と
と
も
に
、
高

等
学
校
普
通
科
と
同
等
の
教
育
を
受

け
る
制
度
で
す
。

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員
で
あ

り
、
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
高

等
学
校
卒
業
資
格
を
得
る
事
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

年
４

２２

月
１
日
現
在
、

歳
以
上

歳
未

１５

１７

満
（
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業

者
ま
た
は
平
成

年
３
月
に
中
学

２２

校
卒
業
見
込
み
の
者

受
付
期
間

月
１
日
～
１
月
８
日

１１

採
用
予
定

約
２
５
０
名

試
験
期
日

１
月

日
（
土
）

２３

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

撒
０
２
８
５
（

）
４
７
６
３

２５

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
に

ご
協
力
を

県
民
の
身
体
の
状
況
、
栄
養
摂
取

量
及
び
生
活
習
慣
の
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
調
査
で
す
。
調
査
世
帯
に
は
、

調
査
員
が
伺
い
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

調
査
期
間

月
～
２
月

１１

※
調
査
の
内
容
を
他
に
も
ら
す
こ
と

は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

問
栃
木
県
健
康
増
進
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）
３
０
９
４

山
形
由
美
フ
ル
ー
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

～
文
化
庁
「
地
域
文
化
芸
術
振
興
プ

ラ
ン
推
進
事
業
」
～

日

時

月

日（
月
）午
後
３
時
～

１１

３０

会

場

栃
木
県
立
博
物
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

鑑
賞
無
料
・
要
予
約

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。ま
た
、
県
立
博
物
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
立
博
物
館

撒
０
２
８（
６
３
４
）
１
３
１
１

お知らせ
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In
fo
rm

a
tio

n

人
権
講
演
会

月
４
日
か
ら

日
ま
で
の
人
権

１２

１０

週
間
に
ち
な
み
、
人
権
問
題
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
町
民
の
皆
様
を
対

象
に
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

月
３
日（
木
）

１２午
後
１
時

分
～

３０

会

場

役
場
新
館
大
会
議
室

演

題

「
ゴ
フ
ケ
イ
っ
て
な
あ
に
？

～
川
柳
に
み
る
人
権
～
」

講

師
茨
城
県
教
育
庁
総
務
課

人
権
教
育
室
長

櫻
井
康
雄
さ
ん

聴
講
無
料

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
２

５７

無
料
調
停
相
談
会

小
山
調
停
協
会
で
は
次
の
と
お
り

調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

月

日（
火
）

１１

１７

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

会

場
小
山
市
役
所
分
庁
舎
２
０
１
号
室

相
談
内
容

金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通
事
故
そ

の
他
民
事
に
関
す
る
事
項

秘
密
厳
守

問
小
山
調
停
協
会（
小
山
簡
易
裁
判
所
内
）

撒
０
２
８
５（

）０
５
３
６

２２

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

借
金
の
こ
と
で

関
東
財
務
局
宇
都
宮
事
務
所
で
は

皆
さ
ん
か
ら
の
借
金
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
必
ず
守
り

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時

分
～

時

３０

１２

午
後
１
時
～
４
時

分
３０

費
用
無
料

問
財
務
省
関
東
財
務
局

宇
都
宮
財
務
事
務
所

撒
０
２
８（
６
３
３
）６
２
２
１

お知らせ
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工
事
の
お
知
ら
せ

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
６
５

５７

下下水道工下水道工事事

２月中旬ま２月中旬までで

歩道舗装工歩道舗装工事事

１２月末ま１２月末までで

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
７

５７

道道路拡幅工道路拡幅工事事

１月下旬ま１月下旬までで

町営墓地工町営墓地工事事

２月下旬ま２月下旬までで

人

権

標

語

優
し
い
行
動
の
先
に
は

み
ん
な
の
笑
顔
が
ま
っ
て
い
る

新
橋
小
学
校

秋
元

あ

き

も

と

太
佑

だ
い
す
け

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２０

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
４
９

５７

下下水道工下水道工事事

１２月末ま１２月末までで

水道工事

３月中旬まで

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
６
５

５７

道路拡幅工事

１月下旬まで

町営墓地工事

２月下旬まで

下水道工事

１２月末まで

下水道工事

２月中旬まで

歩道舗装工事

１２月末まで
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広報連絡委員

鈴木 熊蔵

広報連絡委員

REPORT
282

若
さ
を
保
つ
秘
訣

少し前になるが、若林の善ちゃんと一緒になったときに、「熊さん若いん

じゃぁないの。何か若さを保つ秘訣でもあるんかい？」と尋ねられたことが

あった。

言われてみれば思い当たることが全く無い訳でもない。俺なんかぁ生ま

れたときから貧乏で、まるで浮き草みたいな生活だった。唯ひとつ持って

いる資本といえば、自分の身体だけだった。だから、健康の大切さは骨身に

沁みていた。そんなことから普段の生活の中でも特に気をつけているのが

次の幾つかだ。

まず、何と言っても食べ物だ外

特に美味いものと言うんじゃなくて、日々の食事バランスに気を使って

きた。もともと胃腸が弱い方だったので食べ物には心してきた。中高年に

なってからは暴飲暴食を慎むように努めた。高齢となった今は、栄養と消

化のことを考えて先ずは牛乳を飲んでいる。これは安くて栄養満点だ。後

は自家製のゴマと蜂蜜やニンニクなど。

次が運動かなぁ外

若い頃から身体を動かすことが得意で、野球、バレーボール、駆け足など

の運動をやってきた。高齢になってからは老人クラブのゲートボールやグ

ラウンドゴルフに出かけては汗を流している。特にゲートボールは囲碁・将

棋の攻守を取り入れた競技で実に面白い。

そして脳を活性化させること外

広報連絡委員として、レポート執筆などを通して、町の広報広聴の一翼を

担わせていただいている。強くはないが、ライバルとの将棋の対局を楽し

んでいる。３０歳頃から少額だが株の売買も続けている。脳は身体の司令塔

だ。常に鍛えていなければだめだ。実生活面にも大いにプラスになること

ばかりだ。

退職後は、文化協会の一員となって大忙し外

趣味の将棋や書道、今はそれに野木町音頭・賛歌愛好家会にも席を置いて

その普及にも一役駈っているつもりだ。文化協会にはもう２０数年もお世話

になっている。今８００人を超えるくらいの会員が集って、それぞれの趣味を

存分に生かしながら生き生きとして頑張っている。小さくともキラリと光

る町づくりに少しでも役に立てることを目標として。

以上若さを保つ秘訣の幾つかを披露させ

ていただいた。野木町の高齢化率（６５歳以

上人口）が何年か後には２５％になると聞き

及んだ。何と町人口の４人に１人が高齢者

という状況になるそうだ。若さを保つ秘訣

は、人それぞれの生活環境によってもいろ

いろあるとは思うが、小生の生き様が少し

でも皆さんの参考になれば幸いだ。



がっこうがっこう
南
赤
塚

小
学
校

の
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
オ
ー
ロ

ラ
の
高
さ
が
百
～
六
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
観
測
隊
に
入
っ
て
み
た
い

と
ち
ょ
っ
と
思
い
ま
し
た
。

６
年

尾
根
田

お

ね

だ

諭
さ
と
し

今
日
は
、
南
極
の
方
と
通
信
を

し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
は
夏
だ
け
ど
南
極
は
真
冬
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
南
極
の
氷

を
さ
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
ご
く
ひ
ん
や
り
し
て
い
ま
し
た
。

６
年

二
宮

に
の
み
や

沙
耶
香

さ

や

か

私
は
南
極
に
は
、
太
陽
が
あ
ま

り
出
な
い
の
で
、
外
が
暗
い
と
い

う
こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
お
湯
は
一
瞬
で
け
む
り
の
よ

う
な
氷
の
つ
ぶ
に
な
る
こ
と
を
知

り
、
寒
さ
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

６
年

木
戸

き

ど

大
地

だ

い

ち

南
極
教
室
に
参
加
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
と
て
も
大
変
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
極
寒
の
中
、
色
々
な

調
査
を
行
っ
て
得
た
情
報
を
人
々

に
伝
え
る
と
い
う
の
は
、
根
気
の

い
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

っ
た
り
こ
お
っ
た
り
し
て
生
活
す

る
の
が
と
て
も
大
へ
ん
な
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
で
見

た
オ
ー
ロ
ラ
が
と
て
も
き
れ
い
で
、

実
さ
い
に
見
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

４
年

右
井

う

い

絢
香

あ

や

か

南
極
教
室
で
南
極
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
が
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
太

陽
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
時
が
あ
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
オ
ー
ロ
ラ
の

画
ぞ
う
を
見
て
、
と
て
も
き
れ
い

だ
と
思
い
ま
し
た
。

４
年

木
村

き

む

ら

優
理
恵

ゆ

り

え

南
極
で
は
、
お
湯
で
ぬ
ら
し
た

熱
い
タ
オ
ル
で
も
外
に
出
す
と
、

固
ま
る
こ
と
が
驚
き
で
し
た
。
雪

や
風
が
皮
ふ
に
当
た
る
と
、
そ
の

部
分
の
細
ぼ
う
が
活
動
し
な
く
な

る
こ
と
も
新
し
い
発
見
で
し
た
。

５
年

本
田

ほ

ん

だ

貴
大

た
か
ひ
ろ

初
め
て
見
る
物
ば
か
り
で
し
た

が
、
ぼ
く
が
一
番
お
ど
ろ
い
た
の

は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。

緑
の
太
陽
は
、
初
め
て
見
ま
し
た
。

ま
た
南
極
教
室
を
や
っ
て
い
た
だ

き
、
き
れ
い
な
物
を
見
た
い
で
す
。

５
年

大
貫

お
お
ぬ
き

航
平

こ
う
へ
い

南
極
に
お
湯
を
ま
く
と
け
む
り

３
年

茂
田

し

げ

た

裕
介

ゆ
う
す
け

ふ
つ
う
で
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
が
見
ら
れ
た
り
、
マ
イ

ナ
ス
四
十
度
の
さ
む
い
所
で
電
気

が
作
れ
る
と
い
う
お
話
が
聞
け
た

り
し
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

オ
ー
ロ
ラ
も
見
て
み
た
い
で
す
。

３
年

鈴
木

す

ず

き

愛
華

あ

い

か

南
き
ょ
く
で
の
く
ら
し
方
や
水

の
大
切
さ
が
つ
た
わ
り
ま
し
た
。

南
き
ょ
く
の
氷
も
冷
た
か
っ
た
で

す
。
私
も
大
き
く
な
っ
た
ら
、
一

回
で
も
い
い
か
ら
南
き
ょ
く
に
行

っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

３
年

野
口

の

ぐ

ち

瞬
希

し
ゅ
ん
き

南
き
ょ
く
教
室
で
、
命
づ
な
が

な
い
と
ま
い
ご
に
な
る
と
聞
い
て
、

ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
。
せ
い
電
気

で
け
い
光
と
う
が
つ
く
な
ど
の
ク

イ
ズ
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
年

大
島

お
お
し
ま

千
枝

ち

え

南
極
で
は
オ
ー
ロ
ラ
が
週
に
二
、

三
回
も
見
ら
れ
る
こ
と
、
洋
服
は

ジ
ャ
ン
バ
ー
な
ど
を
た
く
さ
ん
着

て
い
る
こ
と
、
生
き
物
も
あ
ざ
ら

し
や
ペ
ン
ギ
ン
が
た
く
さ
ん
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

４
年

大
久
保

お

お

く

ぼ

有
紗

あ

り

さ

南
極
は
、
雪
が
た
く
さ
ん
つ
も

１
年

大
橋

さ
く
ら

お
お
は
し

わ
た
し
は
、
な
ん
き
ょ
く
き
ょ

う
し
つ
で
な
ん
き
ょ
く
か
ら
き
た

こ
お
り
を
さ
わ
り
ま
し
た
。
さ
わ

っ
て
み
た
ら
つ
め
た
か
っ
た
で
す
。

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

２
年

千
葉

ち

ば

涼
平

り
ょ
う
へ
い

な
ん
き
ょ
く
で
は
、
で
ん
気
や

水
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
、
大
切

に
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
も
っ
と
べ
ん
き
ょ
う
し

て
、
な
ん
き
ょ
く
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
。

２
年

石
井

い

し

い

颯
は
や
て

ブ
リ
ザ
ー
ド
で
、
た
て
も
の
が

こ
わ
れ
た
り
、
ド
ア
が
雪
で
か
く

れ
た
の
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

な
ん
き
ょ
く
の
よ
う
す
や
生
か

つ
を
見
ら
れ
た
の
で
、
す
ご
く
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

２
年

日
向
野

ひ

が

の

晃
成

こ
う
せ
い

ぬ
れ
た
タ
オ
ル
が
す
ぐ
こ
お
っ

て
つ
か
え
な
く
な
る
な
ど
、
こ
の

教
室
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
ぼ
く
も
大
人
に
な
っ
た

ら
、
な
ん
き
ょ
く
に
行
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
調
べ
た
い
で
す
。

『
南
極
教
室
』

南
極
の
昭
和
基
地
か
ら
生
中
継
。

た
く
さ
ん
の
驚
き
と
感
動
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。１

年

小
林

こ
ば
や
し

慶
彦

よ
し
ひ
こ

「
ど
ん
な
せ
い
か
つ
を
し
て
い

ま
す
か
？
」
ぼ
く
は
、
な
ん
き
ょ

く
に
い
る
ひ
と
た
ち
に
し
つ
も
ん

し
ま
し
た
。
や
さ
し
く
こ
た
え
て

も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

１
年

小
森

こ

も

り

優
稀

ゆ

う

き

わ
た
し
は
、
オ
ー
ロ
ラ
が
き
れ

い
だ
っ
た
の
で
、
一
ど
で
い
い
か

ら
ち
か
く
で
み
て
み
た
い
と
お
も

い
ま
し
た
。
あ
っ
た
か
い
お
ゆ
を

な
げ
た
ら
き
り
に
な
る
な
ん
て
、

は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
。
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三
国
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ミ
ッ
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三
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ベ
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情
報

古
河
市

算
第
４
回
古
河
菊
ま
つ
り

大
輪
を
咲
か
せ
る「
盆
養
」や
色
と
り
ど
り
の
菊

花
が
所
狭
し
と
咲
き
誇
る「
総
合
花
壇
」な
ど
、
約

１
５
０
０
鉢
の
さ
ま
ざ
ま
な
菊
花
を
趣
向
凝
ら
し

て
展
示
し
ま
す
。
即
売
会
も
行
い
ま
す
。

期

間

月

日（
日
）ま
で

１１

２３

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会

場

ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク（
駒
羽
根
６
２
０
）

問
観
光
物
産
課

撒（

）３
１
１
１

９２

北
川
辺
町

算
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

野
木
町
の
皆
さ
ん
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
初
回

貸
出
時
に
は
氏
名
や
住
所
な
ど
が
確
認
で
き
る
も

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

開
館
時
間

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

※
金
・
土
は
午
後
７
時
ま
で

※
月
曜
・
月
末
休
館

問
図
書
館
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」
内
）

撒（

）４
４
０
０

６２

http://w
w
w
.library.kitakaw

abe.saitam
a.jp
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貸
出
期
間

貸
出
数

日
間

１５

５
冊
以
内

図

書

５
組
以
内

紙
芝
居

８
日
間

３
誌
以
内

雑

誌

２
点
以
内

視
聴
覚
資
料
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恭新橋児童館

算ふれあい秋の会

近隣のまだまだ若いおじいちゃ

ま・おばあちゃま、児童とゲームをし

たり、簡単料理をしたり、楽しいふれ

あいのひとときをいかがですか。

日 時 １１月１４日（土）

午前１０時３０分～正午

対 象 児童１５名

近隣のみなさま１５名

参加費 １５０円

申 込 参加費を添え児童館へ

申込期限 １１月９日

算しゃべり場

ママたちの情報交換・愚痴・悩み。

どんなことでもしゃべってすっきり。

子どもたちは楽しく遊んで、得した

気分。気軽に参加してみてください。

日 時 １１月２０日（金）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者
参加無料

算ミックスＢＯＸ

楽器を作ってリズム遊び。リズム

に合わせて踊ったり。リズムに乗っ

た１時間を楽しみませんか。気軽に

参加してみてください。

日 時 １１月２４日（火）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者
参加無料

算地図プロ＆ものづくりっこクラブ

今月のキャラクターは？今月のア

クセサリーは？来てからのお楽しみ。

日 時 １１月２１日（土）

午前１０時３０分～午後４時

対 象 児童
参加無料・随時受付（電話可）

算親子でヨガ外

お子さんと一緒に。お子さんは、別

の遊びを始めちゃった。なら、自分の

ために。気軽に参加してみてくださ

い。

日 時 １１月２８日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加費 １組５００円（当日受付）

恭あかつか児童センター

算リトミック教室

音楽と体操のコラボ外親子で楽し

い時間を過ごしましょう外

両日とも同じ内容ですのでご都合

の良い日にご参加ください。

日 時 １１月６日（金）、９日（月）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者
参加無料

申 込 児童センターへ（電話可）

算シアターランド

読書の秋鎧いろんなお話を親子で

楽しんでください。

日 時 １１月２７日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者
参加無料・申込不要

算たべて あそんで

秋です。体を動かすのもよし、食

べ物もよし…。親子で秋を満喫しま

しょう。詳しくはポスター、チラシ

をご覧ください。

日 時 １１月２１日（土）

午前１０時３０分～午後１時

対 象 幼児と保護者
参加無料・申込不要

主 催 子育てサロン「え・く・ぼ」

家庭教育オピニオン野木支部

算楽しいクッキング教室

いよいよクリスマス外みんなで可

愛くプチケーキを作ろう外

日 時 １２月５日（土）

午前１０時～正午

対 象 ３歳以上３０名程度

参加費 １人１００円

申込期間 １１月１６日～

※定員になり次第終了
申 込

参加費を添え児童センターへ

（電話不可）

四 四 四

～よくあるご質問～

Ｑ 児童と幼児の違いは？

Ａ 児童とは、０才～１８才までのみ

なさんのことです。幼児とは、０才～

幼稚園児・保育園児などの未就学児

のみなさんのことです。
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おいしい餃子をつくったよ！

幼児期は、食事リズムの基礎をつくる

重要な時期です。生活リズムと正しい食

習慣を身につけるために、“早寝・早起き・

朝ごはん”の習慣をつくってみることか

ら始めてみましょう。

保育所では、毎月保護者にお届けして

いるクラスだよりに食育の目標も掲載し

ています。給食のときには子どもたちに

も分かるようにと、「赤は肉を作るもの。

黄は力や体温になるもの。緑は体の調子

を整えるもの」と色分けで食育のお話を

しています。食育に少しでも興味をもっ

てもらえるようにと、餃子づくり、だん

ごづくり、とうもろこしの皮むき、枝豆

もぎ、そら豆のさやだしを子どもたちに

やらせてみました。初めての体験に大喜

びで、家に帰ってお父さんやお母さんに

も話してみたようです。休み明けには子

どもたちから「お母さんと一緒に餃子を

つくったよ」とうれしい声がたくさん聞

こえてきました。食事をしながら楽しい

会話がいっぱいはずむと良いですね。

丸林保育所保育士 福田 緑

ヘルスメイト（食生活改善推進員の愛称）の

おすすめメニュー！

にんじんジャムの米粉ケーキ
（1個分）

エネルギー227kcal

タンパク質3.3g

脂質12.1g

炭水化物24.8g

カルシウム52mg

鉄0.6mg

塩分0.3g

算材料（カップ８個分）

米粉…１５０ｇ

ベーキングパウダー…大さじ1

卵…2個

無塩バター…１００ｇ

砂糖…３０ｇ

にんじんジャム…１３０ｇ

算作り方

①室温に戻したバターをボウルに入れ、空気を含

み白っぽくなるまで、すり混ぜる。

②砂糖を加えてさらに混ぜ、次に溶き卵を数回に

分けて加え、混ぜ合わせる。

③ふるっておいた米粉とベーキングパウダーを加

え、ヘラでさっくりと混ぜる。

④ジャムも加えて、ひと混ぜする。

⑤生地を型に分け入れ、１６０℃に温めたオーブン

で３０分焼く。

〈ワンポイントアドバイス〉

今回は野木町産のにんじんを使ったジャムで作

りましたが、お好みのジャムで代用できます。

にんじんジャム（200g分）は、まず、にんじん

（150g）の皮をむき、薄切りにし、軟らかく茹

でます。次に、パイナップルの缶詰（実、缶汁あ

わせて280g）の実を適当な大きさに切り、缶汁と

一緒にミキサーに入れます。茹でたにんじんも加

え、ミキサーにかけます。そして、中身を鍋に移

し、汁気がなくなるまで煮る。最後にレモン汁

(1/2個分)を加えて火を止める。

町食生活改善推進委員会
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道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

作
業
実
施
報
告

８
月
の「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」に

合
わ
せ
、
区
・
自
治
会
の
ご
協
力
の

も
と
、
町
内
全
域
に
お
い
て
道
路
清

掃
等
の
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

５
５
１
５
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
道
路
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

作
業
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

産
草
刈
り
、
小
枝
切
り
作
業
総
延
長

樫
約
１
７
８
km

産
回
収
し
た
草
、
ゴ
ミ

樫
約
９
ｔ

道
路
を
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

都
市
整
備
課

新
橋
区
に

「
自
主
防
災
協
議
会
」

発
足

新
橋
区
で
、
区
民
自
ら
が
主
体
と

な
っ
て
、
万
一
の
災
害
発
生
に
備
え

た
自
主
防
災
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

９
月

日
、
新
橋
小
学
校
体
育
館
ミ

２７

ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
て
、
そ
の
発

足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、

の
分
会
（
自

１２

治
会
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
今
後
は
「
新

橋
区
自
主
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、

防
災
研
修
会
や
避
難
訓
練
な
ど
を
実

施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
町
長
か
ら
の
激
励
の
言
葉

や
、
代
表
分
会
長
に
よ
る
供
決
意
表

明
僑
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
栃
木
県
消

防
防
災
課
職
員
に
よ
る
特
別
講
話
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
食
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
外

８
月

日
、
友
沼
小
学
校
で

名

２９

３１

が
参
加
し
、『
朝
食
を
題
材
と
し
た
家

族
料
理
教
室
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
野
木
中
学
校
の
須
見
元

栄
養
教
諭
の
「
朝
食
の
欠
食
は
子
ど

も
の
健
康
や
心
身
の
成
長
、
学
習
面

へ
の
影
響
が
あ
る
」
な
ど
の
講
話
の

後
、
朝
食
作
り
に
挑
み
ま
し
た
。

「
手
近
な
食
品
で
、
簡
単
に
短
時

間
に
で
き
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
、

供
玉
ね
ぎ
と
オ
ク
ラ
と
豚
肉
の
み
そ

汁
僑供
ほ
う
れ
ん
そ
う
と
卵
の
ふ
ん
わ

り
焼
僑供
な
っ
と
う
サ
ラ
ダ
僑
な
ど
、

野
菜
を
豊
富
に
使
っ
た
料
理
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
食
べ
な
が
ら

「
と
て
も
お
い
し
い
。
毎
朝
ご
は
ん

を
食
べ
て
い
る
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も

き
ち
ん
と
食
べ
た
い
」
と
、
あ
ら
た

め
て
朝
食
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

投
稿

潤
島
句
会

〈
俳
句
〉

秋
風
や

野
地
の
地
蔵
の

赤
頭
巾

橋
本

澄
子

槍
穂
高

水
に
沈
め
て

秋
の
川小

島

文
子

秋
の
旅

宿
引
き
立
て
て

菊
の
花

金
市

春
子

秋
雨
や

今
日
は
読
書
の

日
と
定
め

石
塚

信
一

蟋
蟀
が

は
か
な
く
鳴
い
て

秋
の
夜

こ
お
ろ
ぎ

松
永

廣
吉

手
作
り
の

器
に
尾
花

月
見
か
な

馬
場

茂

野
を
歩
き

座
れ
ば
温
し

草
紅
葉

秋
元

映
子

清
流
を

眺
め
つ
つ
咲
く

秋

海

棠

し
ゅ
う
か
い
ど
う

小
口

慶
子

夫
婦
箸

新
た
に
揃
え

夜
長
か
な

今
西

暁
子

〈
短
歌
〉

年
重
ね

通
院
忙
し

友
の
日
々

互
い
に
い
た
わ
る

秋
風
沁
み
て

関
口

嘉
子

若
き
日
は

情
熱
込
め
て

大
車
輪

今
取
り
組
む
は

懸
垂
三
回

柏
原

健
太
郎

童
謡
の

カ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

今
は
な
く

ゴ
ミ
食
い
散
ら
し

世
の
様
変
わ
り
ぬ

結
城

利
治
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Topics～町の話題・投稿～

代表分会長による

決意表明
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酸
れ
ん
げ
の
里
川
田代

表

鈴
木
敏
男

２
回
目
の
生
き
も
の
調
査
を
、
８

月

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
佐
川
野

２９
小
学
校
児
童

名
を
含
む
総
勢

名

２２

３３

で
調
査
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
生
き

も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
は
、
終
了
後
に
参

加
者
全
員
で
生
き
物
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
生
き

も
の
を
捕
ま
え
た
場
所
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
一
生
懸
命
マ
ッ
プ
に
写
真

を
貼
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
調
査
だ
け
で
な
く
マ
ッ
プ

も
作
成
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
の
環
境
を
少
し
で
も
気
に
か

け
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
来
年
度

も
充
実
し
た
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
、

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
農
用
地
の
景
観
形
成
と
し

て
れ
ん
げ
の
種
を
昨
年
秋
に
ま
き
ま

し
た
。
５
月
頃
に
は
満
開
に
な
り
、

地
元
の
佐
川
野
小
学
校
の
児
童
が
れ

ん
げ
畑
を
訪
れ
ま
し
た
。

産
業
課

今
年
度
も
町
内
２
地
区
で
生
き
も

の
調
査
な
ら
び
に
景
観
形
成
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

酸
み
ど
り
の
里
川
西代

表

渡
邉
和
也

今
年
で
３
回
目
と
な
る
生
き
も
の

調
査
を
、
８
月
９
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
友
沼
小
学
校
児
童
５
名
を
含
む

総
勢

名
で
、
田
ん
ぼ
と
水
路
を
中

２９

心
に
調
査
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
生

き
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

我
々
大
人
も
童
心
に
返
っ
て
生
き
も

の
を
捕
ま
え
て
い
た
の
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
終
了
後
は
、
地
域
の

環
境
変
化
に
つ
い
て
地
元
の
方
に
説

明
し
て
頂
き
、
参
加
者
全
員
で
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
充

実
し
た
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
地
域

の
環
境
へ
の
関
心
を
少
し
で
も
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
会
の
方
々
に
ご
協
力

頂
き
、
農
道
沿
い
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
を
植
栽
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
植

栽
し
た
場
所
に
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
看

板
も
設
置
し
た
た
め
、
よ
り
多
く
の

方
に
見
て
頂
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

Topics～町の話題・投稿～

川田地区の様子川西地区の様子

農地・水・環境保全向上対策事業

活動報告

町内の交通事故

7件数
９
月
累
計

0死者

7傷者

74
(-5)

件数
（増減）年
累
計
（
前
年
比
）

２１

1
(0)

死者
（増減）

97
(0)

傷者
（増減）

町内の救急出場

62
出場
件数９

月
累
計 53
搬送
人員

372
(-62)

出場
件数
（増減）
年
度
累
計
（
前
年
比
）

２１

331
(-57)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

3空き巣
９
月
累
計

1自動車盗

1車上ねらい

8自転車盗

16
(2)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２１

8
(4)

自動車盗
（増減）

10
(-9)

車上ねらい
（増減）

27
(0)

自転車盗
（増減）

１０月１日現在
人口男12,699人

女12,979人
計25,678人

世帯数 9,047

町の人口
今月の納期

第５期

第５期

第５期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

祝ご長寿外新１００歳

伏木とりさん（中根）

諏訪トシさん（丸林西下）

新１００歳として祝状と記念品、敬老祝金を贈りました。

おめでとうございます。

伏木とりさん 諏訪トシさん



309
問記記記訪

んん
お達者さ

ん

ギャラリー

寺田 和子さん
Ｋazuko Ｔerada

(野木１の２）
読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読 書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

七 宝 焼
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芳
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ん
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よ
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中中中中中中中中中中
１１１１１１１１１１

（
丸
林
西
中
１
）））））））））））

昭和４３年に土地家屋調査士の資格を独学で取得。翌年
開業して今年で４０年目を迎えた。図面書きには視力の衰
えで若干苦労はしているが、和文タイプはまだまだ自信
がある。「開業当初は田中内閣の日本列島改造の影響で
忙しかったね」と振り返る。
趣味は歴史小説中心の読書と旅行。健康維持にも気を
使い、毎日の散歩も欠かさない。友沼に残る畑や竹林の
手入れや草取りなどにも励む。「結構運動になっている」
と。『全国高校数学入試問題集』を１年かけて解いている。
「仕事にも脳の活性化にも役立っている」と。「タバコは
やめたけど、酒はやめられないね。飲まないとかえって
調子悪くなっちゃうよ」と、適量を心がけ晩酌を楽しむ。

平
成

年

月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
５
８
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
財
政
管
理
課
広
報
広
聴
係

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）４
１
３
４

２１

１１

５７

とっておきの一枚 写団野木

知人に勧められたのがきっかけで七宝焼

きを始めました。「長くやっているのだか

らもっと上手にならなければ」と自分に言

い聞かせ、奥の深さを感じつつ作品作りに

取り組んでいます。食事会や旅行も楽しみ

のひとつになっています。昨年から仲間が

増えたこともうれしい出来事です。これか

らも先生の優しい指導のもと続けていきた

いと思っています。

この作品は、初期のものですがとても気

に入っています。

エニスホールの東面をかざる樹木はメタセコイアで、

和名を曙杉という。秋に赤茶色に紅葉した後、落葉す

る。落葉後の小枝は日の出の瞬間に赤く輝くので生垣

とともに撮影した。

朝光に輝く 真瀬 和巳さん
ま せ か ず み


